
愛臨技学術部研究班活動報告書 

 

所属︓輸血検査研究班  提出⽇︓令和 4 年 5 月 27 ⽇ 報告者︓松浦 秀哲 

 

⾏事種別 研究会 ⾏事番号 220000048 

開催⽇ 令和 4 年 5 月 14 ⽇ (土)〜 令和 4 年 5 月 27 ⽇ (⾦) 

時 間 開 始 ― 終 了 ― 

場 所        Web 配信(オンデマンド配信) 

テーマ 「みんなで知ろう︕輸血療法の基礎の基礎〜いまさら聞けない輸血の基本〜」 

⽣涯教育履修点数 専門教科 20 点  

司 会 なし 

講 師 

1. 基本操作/いまさら聞けない輸血のなぜ 

社会医療法⼈宏潤会 大同病院 稲⽣千絵美 

2. 血液型について 

JA 愛知厚⽣連 豊田厚⽣病院 松井貴弘 

3. 不規則抗体検査/交差適合試験 

JA 愛知厚⽣連 江南厚⽣病院 市川 潤 

4. 製剤管理について 

社会医療法⼈大雄会 総合大雄会病院 関山真実 

内 容 

令和 4 年度の第 1 回研究会は新⼈技師や異動した技師を対象に輸血医療の基本を確認す

ることができる内容とした。タイトルも“いまさら聞けない輸血の基本”とし、何気なく

実施している操作などの意義についても詳説した。基本操作は、すべての検査に共通す

る重要かつ基本的な内容を丁寧に解説していた。血液型検査では、検査の手技はもちろ

ん、患者誤認を防ぐ方策までしっかりと説明していた。不規則抗体検査、交差適合試験

では、免疫学的な視点で⾚血球凝集反応を説明することで手技の意味を深く理解できる

講演であった。研究会では、基本操作、血液型検査、不規則抗体検査、交差適合試験と⼀

般的な医療機関で実施される輸血検査を網羅し、さらには輸血管理部門として必要不可

⽋な製剤管理についても⾔及した。輸血部門の専従技師であれば、当たり前のことであ

っても非専従の方にとっては理解しにくいことも多い。そういった背景を鑑み、検査に

留まらない研究会の内容であった。 

参加者 
総数︓445 名（会員 303 名、県外会員 141 名、非会員 0 名、賛助会員 1 名、学⽣ 0 名、 

その他 0 名）(レポート提出 307 名) 

共催、後援など なし 

2022.5.27 



愛臨技学術部研究班活動報告書 

 

所属︓輸血検査研究班  提出⽇︓令和 4 年 7 月 29 ⽇ 報告者︓松浦 秀哲 

 

⾏事種別 研究会 ⾏事番号 220003164 (現地開催) 

開催⽇ 令和 4 年 7 月 9 ⽇ (土)〜 令和 4 年 7 月 9 ⽇ (土) 

時 間 開 始 15:00 終 了 17:30 

場 所 アーバンネット名古屋ビル 20F リップルスクエア 

テーマ 「輸血の教育⽅法を考える〜新⼈技師から他職種まで〜」 

⽣涯教育履修点数 専門教科 20 点  

司 会 藤田医科大学 松浦 秀哲 

講 師 

1. 新⼈教育の仕⽅と工夫 

刈谷豊田総合病院 磯部 勇太 

2. 質の高い部内教育の実践を目指して 

⽇本⾚⼗字社愛知医療センター名古屋第⼀病院 二村 亜子 

3. 他職種に向けての教育活動 

名古屋市⽴大学病院 南⾥ 隆憲 

内 容 

輸血の安全性を高めるためには知識や技術を共有し、スキルアップを図る必要がある。

そのためには教育活動が重要であり、新⼈技師や異動技師のみならず、部門内、他職種

を含む輸血医療に関わる全てのスタッフが教育の対象となる。 

磯部技師からは新⼈教育を中⼼にご講演頂いた。効率的に新⼈指導を⾏うため、業務内

容を明確にし、それをシステム的にチェックする運用の紹介があった。基本的な事項に

絞り込んで教育を実施することで短期間での教育を実践していることが紹介された。 

二村技師からは質の高い部内教育を目指しての取り組みを紹介頂いた。部内での知識の

共有や最新の知⾒を取り込むための抄読会の開催など聴講者にとって有益な情報が提⽰

された。 

南⾥技師には他職種を対象とした教育活動についてご講演頂いた。輸血チーム医療に関

する指針の概略と成り⽴ちの経緯についてご解説頂いた。その上で、他職種にどのよう

に教育を施すのかを具体例を挙げながら解説があった。 

どの講演も参考になる情報が多くとても有意義であったとの感想が聞かれた。 

参加者 
総数︓22 名（会員 22 名、県外会員 0 名、非会員 0 名、賛助会員 0 名、学⽣ 0 名、その

他 0 名） 

共催、後援など なし 

2022.7.29 



愛臨技学術部研究班活動報告書 

 

所属︓輸血検査研究班  提出⽇︓令和 4 年 7 月 29 ⽇ 報告者︓松浦 秀哲 

 

⾏事種別 研究会 ⾏事番号 220003175(web) 

開催⽇ 令和 4 年 7 月 9 ⽇ (土)〜 令和 4 年 7 月 9 ⽇ (土) 

時 間 開 始 15:00 終 了 17:30 

場 所 Web 配信(ライブ配信) 

テーマ 「輸血の教育⽅法を考える〜新⼈技師から他職種まで〜」 

⽣涯教育履修点数 専門教科 20 点  

司 会 藤田医科大学 松浦 秀哲 

講 師 

1. 新⼈教育の仕⽅と工夫 

刈谷豊田総合病院 磯部 勇太 

2. 質の高い部内教育の実践を目指して 

⽇本⾚⼗字社愛知医療センター名古屋第⼀病院 二村 亜子 

3. 他職種に向けての教育活動 

名古屋市⽴大学病院 南⾥ 隆憲 

内 容 

輸血の安全性を高めるためには知識や技術を共有し、スキルアップを図る必要がある。

そのためには教育活動が重要であり、新⼈技師や異動技師のみならず、部門内、他職種

を含む輸血医療に関わる全てのスタッフが教育の対象となる。 

磯部技師からは新⼈教育を中⼼にご講演頂いた。効率的に新⼈指導を⾏うため、業務内

容を明確にし、それをシステム的にチェックする運用の紹介があった。基本的な事項に

絞り込んで教育を実施することで短期間での教育を実践していることが紹介された。 

二村技師からは質の高い部内教育を目指しての取り組みを紹介頂いた。部内での知識の

共有や最新の知⾒を取り込むための抄読会の開催など聴講者にとって有益な情報が提示

された。 

南⾥技師には他職種を対象とした教育活動についてご講演頂いた。輸血チーム医療に関

する指針の概略と成り⽴ちの経緯についてご解説頂いた。その上で、他職種にどのよう

に教育を施すのかを具体例を挙げながら解説があった。 

どの講演も参考になる情報が多くとても有意義であったとの感想が聞かれた。 

参加者 
総数︓132 名（会員 76 名、県外会員 54 名、非会員 0 名、賛助会員 2 名、学⽣ 0 名、 

その他 0 名）(レポート提出 97 名) 

共催、後援など なし 

2022.7.29 
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愛臨技学術部研究班活動報告書 

 

所属︓輸血検査研究班  提出⽇︓令和 4 年 12 月 20 ⽇ 報告者︓松浦 秀哲 

 

⾏事種別 講演会 ⾏事番号 220012478 

開催⽇ 令和 4 年 12 月 10 ⽇ (土) 

時 間 開 始 15 時 00 分 終 了 18 時 00 分 

場 所        ライブ配信 

テーマ ⼤量輸血・⼤量出血への備えと対応 

⽣涯教育履修点数 専門教科 20 点  

司 会 藤田医科⼤学 松浦秀哲 

講 師 

当院の緊急輸血対応〜院内シミュレーション実施報告〜 

社会医療法⼈宏潤会 ⼤同病院 稲⽣千絵美 

輸血部の備え〜クリオプレシピテートとフィブリノゲン製剤の管理 

愛知医科⼤学病院 片井明子 

産科危機的出血と輸血 

三重⼤学医学部産婦⼈科学教室 田中博明 

内 容 

今回の講演会は「⼤量輸血・⼤量出血への備えと対応」をテーマとした。稲⽣先⽣からは

緊急輸血の対応について解説していただき、⼤同病院での緊急輸血シミュレーションに

ついて紹介して頂いた。緊急輸血の状況においては輸血に関わる全ての医療スタッフが

対応を認識していることが好ましく、シミュレーショントレーニングは有⽤な⽅法であ

ることが示された。片井先⽣からは輸血部の備えとしてクリオプレシピテートとフィブ

リノゲン製剤について講演頂いた。クリオプリシピテートを作製している施設は増えて

いるが、他施設の運⽤を知る機会は乏しい。今回はクリオ製剤、フィブリノゲン製剤を

以前から管理されている⽴場で注意点や症例を提示して頂いた。 

田中先⽣からは産科危機的出血と輸血療法というタイトルでご講演を頂いた。産婦⼈科

医師の⽴場で⺟体に何が⽣じているのか、なぜ輸血を急ぐ必要があるのか解説された。

産科出血は⺟体死亡の⼤きな原因のひとつである。これは早期に DIC を併発し、凝固系

が破綻し、出血が制御できないためである。その対応として、できるだけ早期に凝固因

子を補充する輸血医療の介⼊が不可⽋であるとのことであった。いずれの講演も⼤量輸

血、⼤量出血に遭遇する可能性のある医療スタッフにとって⼤変有益なものであった。 

参加者 
総数︓108 名（会員 80 名、県外会員 28 名、非会員 0 名、賛助会員 0 名、学⽣ 0 名、

その他 0 名、）・申込総数︓165 名 

共催、後援など なし 

2022.12.20 



愛臨技学術部研究班活動報告書 

 

所属︓輸血検査研究班  提出⽇︓令和 5 年 2 月 24 ⽇ 報告者︓松浦 秀哲 

 

⾏事種別 研究会 ⾏事番号 220019161 

開催⽇ 令和 5 年 2 月 11 ⽇ (土) 

時 間 開 始 ― 終 了 ― 

場 所 オンデマンド配信 

テーマ 令和 4 年度精度管理報告会〜内部精度管理と外部精度管理の⼯夫と取り組み〜 

⽣涯教育履修点数 基礎教科 20 点  

司 会 JA 愛知厚⽣連 安城更⽣病院 山本 喜之 技師 

講 師 

１．令和 4 年度精度管理報告 愛知県がんセンター 早川英樹 

２．当院の精度管理の⼯夫と取り組み 豊橋市⺠病院 中村 藍 

３．当院の精度管理⽅法と今後の展望 JA 愛知厚⽣連 知多厚⽣病院 植田 祐介 

内 容 

今回の研究会のテーマは「令和 4 年度制度管理報告会〜内部精度管理と外部精度管理の

⼯夫と取り組み」とし、精度管理に関わる内容を学ぶ機会とした。早川技師からは令和 4

年度の輸血領域の精度管理報告を⾏った。今年度より直接抗グロブリン試験、紙上不規

則抗体同定を評価対象としたこと、ABO 血液型検査は評価対象外として二次サーベイを

実施したことが報告された。 

中村技師からは中規模〜⼤規模医療機関の視点で精度管理の⼯夫について報告があっ

た。⾏っている精度管理の⽅法から課題についてまで⾔及された。 

植田技師からは⼩規模医療機関の視点で講演していただいた。⼩規模施設特有の問題点

や対応法について講演していただいた。 

輸血検査の精度管理は、その他の臨床検査部門と異なり統計学的精度管理が難しい。ま

た施設規模によって実施できる内容に違いが⽣じる。そのため、各施設が手探りの状況

で精度管理を⾏っているとも⾔える。本講演では具体的な精度管理の⽅法が⽰され聴講

者にとって⾃施設の精度管理のあり⽅を再考する良い機会となったと思われる。 

 

 

 

参加者 
総数︓104 名（会員 86 名、県外会員 18 名、非会員 0 名、賛助会員 0 名、学⽣ 0 名、

その他 0 名）・申込総数︓138 名 

共催、後援など  

2023.2.24 


